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 旧満州ハルビンの第一日目は黒竜江省の省都。 

20世紀の初め、帝政ロシアによって開発された 

ため、ロシア風建築物が多くあり「東方のモスクワ」 

とも呼ばれています。スターリン公園は松花江に 

沿って長い遊歩道が美しく、市民の憩いの公園に 

なっており多くの老若男女が散策や何組もの 

グループが思い思いのトランプや楽器の演奏等 

を楽しんでいました。また水上スポーツセンター 

やレストランなどがあり、冬は松花江が氷り、氷上 

ヨットやスケート、馬ゾリなどで賑わうそうです。 

太陽島は戦前は白系ロシア人の高級別荘が建ち 

並んでいたそうです。今は改装されて労働者の 

保養所に。島全体は植物園のような感じで、中には 

日本庭園もあり散策には絶好の場所。夏は水泳で 

賑わい、冬は松花江の氷上を歩き、スケートを楽 

しむなど四季を通じて憩う市民が多いそうです。 

 ホテルは哈尓浜万達假日酒店（ホリデインハルビン）は市街地の中央にあり外出には

便利であったのか夜の街を散策して小さな買い物を楽しんだ人もいたようだった。 

 9 月 20 日ハルビン空港から国境の街黒河へと飛んだ下界は少し曇っていたが黒竜

江の向こうにロシアの森林地帯が見え隠れした。黒河空港は僻地の空港らしく閑散とし

ていた。空港から黒河の街へは近く市街地はビル群に覆われ黒河街のビルにさえぎら

れていた。黒竜江やロシアのブラゴエスチエンスクの街もビルに隠されてよく見えなか

った大変な発達のしようだ。 

 

 

 

 

 

 

 
満洲の大きな赤い夕日が松花江

の川面に映えて太陽島の向こう

に今沈んで行く。斯大林公園から 

 

中央大街（旧キタイスカヤ）東

洋の小パリと呼ばれており夕映

えとネオンに輝き奇麗だった。 
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私が在学した黒河在満国民学校は最初の訪問だったがすでになく寂しい限りでした。 

旅行の前大手新聞 8月 17日号の「声」欄に下記の新聞記事を「メル友」からもらい、

記事の投稿者に電話をしたところ話の内容がピッタリでした。黒河在満国民学校の 4年

生の同級生が初めて見つかりました。お互い電話で感激しました。 

旅行から帰ると京都の前原さん 

から手紙が届いており新聞を見て 

小泉さんから私を知っての手紙で 

した。前原さんは当時 5年生だっ 

たが昭和 20年 8月 9日、ソ連 

侵攻前の 7月に黒河の国境から 

南の納訪へお父さんが転勤になり 

命拾いをしたとのことでした。 

手紙を見て私は京都の前原さん 

を訪問して互いに生きていたこと 

を喜びあいました。 

 前原さんとは昭和 20年 8月 

9日から終戦の 15日までの黒河 

の日本人の状況を知りたい私も 

知りたい。新聞記事にあるようにどれくらいの人が自決したのか事実を知りたい。何と

か小学校の同窓会は出来ないか、私はメル友から知った人を 5人ほど知っている、前原

さんも 4人知っている何とか同窓会をしようと意見が一致しました。でもソ連侵攻時に

黒河に住んでいた人は 2人しかいない。 

 

 2003年に黒河を訪問した時には旧黒河在満国民学校は健在で黒河市実験小学校として

エリート養成校でした。車の数も多く黒竜江沿いの、仁丹の広告が書いてあった元東州飯店

（元黒河特務機関が裏で経営）もなくなっており、そのあたり一帯は黒竜江沿いのすばらし

い黒河公園になっていた。 
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